
熊本学園大学

熊本学園大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

必修科目である「数理・データサイエンス・AI入門」（2単位）を履修し、その単位を修得すること

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 1 科目

2 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

数理・データサイエンス・AI入門 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）選択必須科目（プログラムを修了す

るために一定の条件のもと履修しなけ

ればならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する科

目のうち「必須科目」「選択必須科目」の

いずれにも該当しない科目）

（１）必須科目（プログラムを修了するた

めに必ず履修しなければならない科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずしも

イコールではない

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和８年度申請用

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

様式１

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

大学等名

プログラム名

モデルカリキュラム対応状況



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、IoT、AI、生成AI「数理・データサイエンス・AI入門」

・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「数理・データサイエンス・AI入門」

・第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会「数理・データサイエンス・AI入門」

・人間の知的活動とAIの関係性「数理・データサイエンス・AI入門」

・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方「数理・データサイエンス・AI

入門」

1-6
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、生成AI）「数理・データサイエンス・AI入門」

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(商品のレコメンデーション)「数理・データサイエンス・AI入門」

1-2

・調査データ、実験データ「数理・データサイエンス・AI入門」

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画）「数理・データサイエンス・AI入門」

・データのオープン化（オープンデータ）「数理・データサイエンス・AI入門」

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費)「数理・データサイエンス・AI入門」

・製造、サービス「数理・データサイエンス・AI入門」

・原因究明、判断支援「数理・データサイエンス・AI入門」

1-4

・データ解析：予測、モデル化とシミュレーション・データ同化「数理・データサイエンス・AI入門」

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化「数理・データサイエンス・AI

入門」

・非構造化データ処理：言語処理「数理・データサイエンス・AI入門」

・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ「数理・データサイエンス・AI入

門」

・認識技術、ルールベース、自動化技術「数理・データサイエンス・AI入門」

・生成AIの活用「数理・データサイエンス・AI入門」

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、デー

タ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決に向けた提案）「数理・データサイエンス・AI入門」

・流通、製造、サービス、ヘルスケアにおけるデータ・AI利活用事例紹介「数理・データサイエンス・AI入

門」

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「数理・データサイエンス・AI入門」

・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト「数理・データサイエン

ス・AI入門」

・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護「数理・データサイエンス・AI入門」

・AIサービスの責任論「数理・データサイエンス・AI入門」

・データ・AI活用における負の事例紹介「数理・データサイエンス・AI入門」

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成）「数理・データサイエンス・AI入門」

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性）「数理・データサイエンス・AI入門」

・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「数理・データサイエンス・AI入門」

・サイバーセキュリティ「数理・データサイエンス・AI入門」

2-1

・データの種類（量的変数、質的変数）「数理・データサイエンス・AI入門」

・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「数理・データサイエンス・AI入門」

・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「数理・データサイエンス・AI入

門」

・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値「数理・データサイエンス・AI入門」

・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「数理・データサイエンス・AI入門」

・観測データに含まれる誤差の扱い「数理・データサイエンス・AI入門」

・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列「数理・データサイエンス・AI入門」

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、箱ひげ図）「数理・データサイエンス・AI入門」

・データの比較（条件をそろえた比較)「数理・データサイエンス・AI入門」

・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「数理・データサイエンス・AI入門」

・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）「数理・データサイ

エンス・AI入門」

・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方「数理・データサイエンス・AI入門」

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法）「数理・データサイエンス・AI入門」

・データの集計（和、平均）「数理・データサイエンス・AI入門」

・データの並び替え、ランキング「数理・データサイエンス・AI入門」

・データ解析ツール（スプレッドシート、BIツール）「数理・データサイエンス・AI入門」

・表形式のデータ（csv）「数理・データサイエンス・AI入門」

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

1．社会での活用: Society 5.0におけるデータサイエンス・AIの役割と実社会の活用事例を理解し、その重

要性を説明できる。

2．倫理と留意点: 個人情報、セキュリティ、ELSI、生成AIのリスクやバイアス等の留意事項を説明できる。

3．データ活用: 表計算ソフトによる可視化や、統計・機械学習の概念を用い、データを適切に読み解き説

明ができる。

4．学びの姿勢: 知識を自身の専門に関連付け、将来にわたり主体的に学び続ける姿勢を身に付けてい

る。

（５）実データ・実課題（学術デー

タ等を含む）を用いた演習など、

社 会 で の 実 例 を題 材 として、

「データを読む、説明する、扱う」

といった数理・データサイエンス・

ＡＩの基本的な活用法に関するも

の

（４）活用に当たっての様々な留

意事項（ELSI、個人情報、データ

倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、

情 報 セ キュ リテ ィや 情報 漏洩

等、データを守る上での留意事

項への理解をする

授業に含まれている内容・要素

（３）様々なデータ利活用の現場

におけるデータ利活用事例が示

され、様々な適用領域（流通、製

造、金融、サービス、インフラ、

公共、ヘルスケア等）の知見と組

み合わせることで価値を創出す

るもの

（１）現在進行中の社会変化（第

４次産業革命、Society 5.0、デー

タ駆動型社会等）に深く寄与して

いるものであり、それが自らの生

活と密接に結びついている

（２）「社会で活用されているデー

タ」や「データの活用領域」は非

常に広範囲であって、日常生活

や社会の課題を解決する有用な

ツールになり得るもの



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

商学部 1,414 655 320 1,280 376 209 376 29%

経済学部 1,527 437 350 1,360 413 237 413 30%

外国語学部 608 408 150 600 166 88 166 28%

社会福祉学部第一部 1,246 619 270 1,180 286 134 286 24%

社会福祉学部第二部 70 27 60 240 13 7 13 5%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 4,865 2,146 1,150 4,660 1,254 675 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,254 27%

学生数 令和5年度 令和4年度 令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部名称
入学

定員

収容

定員

令和7年度 履修者数

合計
履修率

令和2年度令和6年度



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 154 人

（非常勤） 219 人

②

11 人

③

（責任者名） 得重　仁

（役職名） 熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会　委員長

④

（名称） 熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会

⑤

（名称） 熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会規程

⑥

⑦

・

熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会：

1．教務部長（岩間 世界）

2．「数理・データサイエンス・AI 入門」の担当者（得重 仁（商学部教授）、猪股 健

太郎（商学部准教授）、春田 吉備彦（商学部教授）、大山 佳三（経済学部講師）、

溝上 章志（経済学部シニア客員教授）、小山 明日香（社会福祉学部准教授）、須

﨑 清剛（商学部講師）、江口 智士（経済学部准教授）、林田 実（経済学部教授）、

飯高　敏和（経済学部教授）、田中　晶子（外国語学部講師））

3．その他、委員長が必要と認めた者

事務所管：教務課

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

熊本学園大学数理・データサイエンス・AI教育推進委員会は、文部科学省が推進す

る「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」の趣旨に基づき、本学の数

理・データサイエンス・AI教育を全学的に推進し、教育の質を不断に改善・向上させ

ることを目的とする。全学生が基礎的なリテラシー及び応用能力を体系的に修得で

きるよう、以下の事項を所掌する。

1．数理・データサイエンス・AI 教育の全学的な基本方針及び実施計画に関する

こと

2．数理・データサイエンス・AI 教育の教育プログラム及びカリキュラムの企画、

検討及び実施に関すること

3．学内関係部署、学部等との連絡調整に関すること

4．数理・データサイエンス・AI 教育の普及啓発及び広報に関すること

5．その他、数理・データサイエンス・AI 教育の推進に関し必要な事項

体制の目的

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

具体的な構成員



⑧

令和７年度履修率 27%

令和８年度予定 50%

令和９年度予定 75%

令和10年度予定 95%

令和11年度予定 95%

⑨

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

プログラムの構成科目は1年次対象の必修科目であるため、年次進行に合わせた構

造的な履修範囲の拡大を確実に実行する。令和7年度の27％を起点とし、令和8年

度に50%、令和9年度に75%と段階的に引き上げ、全学年が新課程生となる令和10年

度には95%以上の全学普及を達成し、令和11年度以降もその水準を維持する計画で

ある。具体的な施策として、令和7年度および令和8年度においては、全新入生に配

布する「履修登録ガイド」での紹介やポータルシステムを用いた注意喚起を行い、未

履修者を発生させない支援体制を構築し、以降も継続する。続く令和9年度および令

和10年度には、教務課や就職課と連携し、キャリア教育の視点からデータサイエン

ス等の重要性を説く動機付けを行うことで、学修意欲の維持と履修率の向上を一体

的に推進する。そして全学普及率を達成する令和11年度以降は、これまでの取組を

継続・定着させることにより、休学者等を除く実質的な全学生の履修完了を確実なも

のとし、組織全体で教育水準の維持に努める。

プログラムの構成科目は全学部対象の教養科目もしくは共通教育科目として必修化

されており、全学生の受講機会が制度として保障されている。授業形態にLMSを用い

たオンデマンド形式を採用することで、教室定員の制約や他科目との時間割の重複

といった物理的・時間的な制約を完全に解消し、柔軟な受講環境を整備している。ま

た、「数理・データサイエンス・AI教育推進委員会」による全学的な連絡・調整体制を

確立し、組織として均質な教育の提供を行なっている。学修支援の面では、LMSや

メールを通じた質疑応答体制を確立するとともに、e-キャンパスセンターの窓口によ

る技術的フォローを実施している。さらに、自習用や貸出用のパソコンを提供するこ

とで、ICT環境の差異によらず、すべての学生が着実に学修を継続できる体制を整え

ている。

全学生の円滑な履修登録と主体的な学修を促すために、重層的な周知活動を展開

している。具体的には、全新入生に配布する「履修登録ガイド」に専用項目を設けて

授業の内容や方法を紹介するなどにより、本科目の早期かつ計画的な履修を推奨し

ている。加えて、ポータルシステムを通じて全新入生へ履修を促す通知を個別に配

信している。これにより、履修登録漏れの防止と早期受講を徹底し、学生が迷うこと

なく学修を開始できる環境を整えている。これらの取組により、全学生が遅滞なく履

修登録を行い、プログラムの趣旨を理解した上で主体的に学修に取り組める体制を

確立している。

具体的な計画

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等



⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

全ての学生が円滑に単位を修得できるよう、多層的な学修サポート体制を構築して

いる。オンデマンド形式の特性を活かした反復学習が可能な環境を提供するととも

に、LMSやメールでの質疑応答やフィードバックを通じて、学生が自己の理解度を適

宜確認できる環境を整備している。また、パソコン等の操作に不慣れな学生の技術

的・心理的な障壁を取り除くため、e-キャンパスセンターの窓口において、スタッフの

対面による技術サポートを提供している。さらに、科目の運営責任者を総合相談窓口

とし、各回の担当教員と連携しながら組織として学生の困りごとを解決する体制を整

えている 。これらの多層的な支援策を講じることで、オンライン授業特有の不安を解

消し、全学生が着実かつ継続して学修を遂行し、単位を修得できる環境を組織として

提供している 。

オンデマンド形式の授業形態に合わせ、学生が時間を問わず安心して学修を継続で

きるよう、多層的な指導・支援体制を整備している 。まず、各回の担当教員がLMSや

メールを通じて随時質問を受け付ける個別指導体制を確立している。そして、学生に

教員の連絡先を一覧化して提供することで、学生が疑問点等を速やかに連絡できる

環境を整えている。また、パソコンの操作や受講環境に不安を抱く学生に対しては、

e-キャンパスセンターの窓口において、スタッフの対面による個別技術サポートを提

供している 。さらに、科目の運営責任者がLMSやメールで随時質問を受け付ける総

合相談窓口となり、各回の担当教員と連携しながら組織として困りごとを解決してい

く体制を構築している。これらの指導と支援を連動させることで、学生の心理的・技術

的な負担を軽減し、個々の習熟度に応じた着実な学修遂行を確保している 。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会

得重　仁

熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会　委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

LMSを活用し、各回の演習課題の提出状況や学習進捗を把握・管理している。学期末には

「数理・データサイエンス・AI教育推進委員会」において、履修者数や単位修得率等の分析

を通じた点検を実施している。現在、単位修得率の向上が課題であり、点検結果に基づいて

次年度に向けた授業内容の改善策を策定・実行する体制を構築している。履修率・修得率

の向上のため、未修得者に対してポータルシステム等を通じた履修を促すアナウンスを強

化するとともに、学習支援が必要な受講生への組織的なフォローアップ体制の構築を進め

る。これらの取組により、全学的な学修支援の質の向上を図る。

学修成果

15回にわたる段階的な演習課題やレポート評価を通じて、Excel操作、統計的思考、AIリテ

ラシー等のスキルセットの修得状況を確認している。各回の課題成績に基づいて、シラバス

に掲げた到達目標に対する達成度を測定している。結果を科目担当教員と共有することで、

受講生が基礎能力を確実に身に付けているかを確認する体制を整えている。今後は、修得

したスキルが他の専門科目でどのように活用されているかを把握する仕組みを導入し、学部

間での情報共有を強化することで、プログラムが学力向上に寄与しているかを多角的に評

価する。これにより、学修成果のさらなる向上を図る。

学生アンケート等を通じた学生の内

容の理解度

全受講生を対象として学期末に授業アンケートを実施し、回答から得られる受講生の理解

状況や、特に自由記述欄に寄せられた具体的な要望や意見を、学修上の課題を把握する

ための貴重な情報として活用している。科目担当教員が個々の意見から「理解が不十分な

箇所」を抽出し、オンデマンド教材の解説手順の見直しや教材改善に反映させている。全学

必修で受講生が多いため、個別の対面支援を補完する取組として、共通の課題に基づいて

教材自体の「分かりやすさ」を向上させるようにしている。今後は、得られたフィードバックを

より迅速に教育内容へ反映させる仕組みを委員会において継続的に検討し、教育効果の向

上を図っていく。

学生アンケート等を通じた後輩等他

の学生への推奨度

受講生を対象としたアンケート等により、他学生への推奨度を調査するとともに、自由記述

による定性的データを収集・分析する体制の整備を検討している。得られた受講生の具体的

な意見や学修実感については、今後、専用Webサイトやガイダンス資料、初回講義の導入

時に紹介することで、履修に対する不安を解消し、前向きに学ぼうとする意欲を高める方針

である。また、分析結果を委員会で共有し、推奨度の向上を阻害する要因の特定や教材改

善に反映させるなど、組織的なPDCAサイクルの確立を図る。学生視点の情報を継続的に

発信する仕組みを構築することで、全学的な受講意欲の向上と、プログラムの価値浸透を

組織的に推進する。

全学的な履修者数、履修率向上に

向けた計画の達成・進捗状況

プログラム開始初年度において、1年次全学必修科目としての配置により、約93％の履修率

を達成しており、計画は概ね順調に進展している。今後は、未履修者に対しても確実に情報

が届くよう、ポータルシステムを通じた個別のアナウンスを強化し、全学的な履修率のさらな

る向上を図る。また、学生の履修意欲をより高めるため、教務課・就職課と連携したキャリア

教育の視点からの動機付けや、受講生の肯定的な声を活用した広報活動を展開し、学修へ

の不安解消と意義の浸透を推進する。初年度の運用実績と履修行動の分析に基づいて、次

年度に向けて全学生が主体的かつ早期に履修を開始できるようなガイダンス体制の拡充を

順次実装していく 。

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

自己点検・評価の視点

（責任者名）

（役職名）

学内からの視点



自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等自己点検・評価の視点

学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、活躍

状況、企業等の評価

学外からの視点に基づき、教育プログラム修了者の進路や実社会での活躍状況を詳細に

把握するため、以下の体制整備を検討する。具体的には、教務課・就職課と密接に連携し、

卒業時アンケートや進路届等の学内データから、データサイエンス関連職種への就業実績

を正確に抽出・分析する体制を整える。あわせて、卒業生に対する追跡調査や採用企業へ

のアンケート実施を通じて、修了者の活躍状況や産業界による客観的な評価を継続的に収

集・把握する具体的な手法を検討する。これにより、修了者の進路や実社会での貢献度を

多角的に可視化する体制を確立し、収集したデータを教育プログラムのさらなる改善へと反

映させる仕組みを構築していく。

産業界からの視点を含めた教育プ

ログラム内容・手法等への意見

学外からの視点に基づき教育プログラムの質を向上させるため、以下の体制の整備を検討

する。現在は「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム 九州・沖縄ブロック

会議」等への出席を通じた情報収集や、経済産業省九州経済産業局提供の事例動画を用

いた教材活用を行っている。今後はこれらに加え、地域の産業界や外部有識者から教育内

容や指導手法への意見を直接聴取する機会を設け、より組織的に外部視点を取り入れる。

これにより、生成AI等の技術進展や急速に変化する社会ニーズを、教材の解説手順や演習

内容の更新といった具体的なプログラム改善に柔軟かつ確実に反映させる体制の構築を図

る。

受講生の主体的な学修意欲を喚起するため、数理・データサイエンス・AIを学修する楽しさ

や意義を伝える動機付けに注力している。具体的には、経済産業省九州経済産業局提供の

事例動画を活用し、実社会の課題解決に直結する現状を提示している。また、生成AI等の

最新技術の動向や受講生にとって身近な活用事例を教材に採用することで、社会の急速な

変化を自身の課題として捉える意識の醸成を図っている。さらに、AI構築等の体験型演習を

通じて技術への親近感を高め、知的好奇心を刺激することで、単なる知識の修得に留まら

ない主体的な学修を継続するための基盤を構築している。

LMSの課題提出状況やアンケート結果を多角的に分析し、受講生の理解が滞りやすい統計

手法や操作を中心に、教材の継続的な改訂を実施する。オンデマンド形式の授業形態によ

り、個々の習熟度に応じた反復学習を可能にするとともに、学期末には「数理・データサイエ

ンス・AI教育推進委員会」において運営の振り返りを行う。そこで共有された課題や受講生

の反応を次年度の教材構成へ反映させるなど、点検・評価体制を運用している。あわせて、

技術進展に伴う講義内容の更新や産業界ニーズの収集を継続することで、教育水準の維

持・向上と受講生の理解しやすさを両立した授業運営を組織的に推進する。

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かり

やすい」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展を踏

まえて教育内容を継続的に見直すなど、より

教育効果の高まる授業内容・方法とするため

の取組や仕組みについても該当があれば記

載

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」

「学ぶことの意義」を理解させること
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熊本学園大学数理・データサイエンス・AI 教育推進委員会規程 

（設置） 

第１条 本学における数理・データサイエンス・AI 教育を全学的に推進するため、数理・データサイエ

ンス・AI 教育推進委員会（以下、「委員会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、文部科学省が推進する「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」の

趣旨を踏まえ、数理・データサイエンス・AI の基礎的なリテラシー及び応用能力を体系的に修得させ

る教育の改善や推進を目的とする。 

２ 数理・データサイエンス・AI 教育の推進に関する重要事項及び対外的な公表事項は、委員会及び教

授会の議を経て、学長が決定する。 

（所掌事項） 

第３条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の事項を所掌する。 

(１) 数理・データサイエンス・AI 教育の全学的な基本方針及び実施計画に関すること。 

(２) 数理・データサイエンス・AI 教育の教育プログラム及びカリキュラムの企画、検討及び実施に

関すること。 

(３) 学内関係部署、学部等との連絡調整に関すること。 

(４) 数理・データサイエンス・AI 教育の普及啓発及び広報に関すること。 

(５) その他、数理・データサイエンス・AI 教育の推進に関し必要な事項。 

（組織） 

第４条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

(１) 教務部長 

(２) 全学共通教育科目「数理・データサイエンス・AI 入門」の担当者 

(３) その他、委員長が必要と認めた者 

２ 委員長は、前項第２号の委員の互選をもって、これに充てる。 

（任期） 

第５条 委員長及び委員の任期は、当該年度の４月１日から当該年度の３月 31 日までとする。 

（委員長） 

第６条 委員長は、本委員会を統括し、委員会を代表する。 

２ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名した委員がその職

務を代行する。 

（議事） 

第７条 委員会の議事は、委員長が招集する会議により行う。委員長は、その会議の議長となる。 

２ 第１項の会議は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決するところによ

る。 

４ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者を会議に出席させ、その意見を聴くことができる。 

（事務） 

第８条 委員会に関する事務は、教務課が行う。 

（改廃） 

第９条 この規程の改廃は、委員会及び教授会の議を経て、学長がこれを行う。 

附則 

１ 本規程は、令和８年２月４日から施行する。 

２ 令和７年度に限り、第４条第１項第２号に定める委員及び第４条第２項に定める委員長の任期は、

第５条の規定にかかわらず、令和８年２月４日から令和８年３月 31 日までとする。 
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取組概要

⼤学等名 熊本学園⼤学

教育プログラム名 熊本学園⼤学数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和８年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請⽤

①プログラムの⽬的
Society 5.0における経済発
展と社会課題解決の両⽴を
⽬指し、数理・データサイ
エンス、AIの基礎知識と技
術を修得する⼊⾨科⽬であ
る。実社会の活⽤事例を通
じてデータ駆動型社会の重
要性を体感する。講義での
学びを起点に専⾨性を深め、
将来にわたり主体的に学び
続ける実践⼒を養うことを
⽬的とする。

②⾝に付けられる能⼒
社会での活⽤：Society 5.0
におけるデータサイエン
ス・AIの役割と実例を理解
し、その重要性を説明でき
る。

倫理と留意点：情報セキュ
リティや倫理（ELSI）、
⽣成AIのリスクや偏りを理
解し説明できる。

データ活⽤：統計や機械学
習の基礎を基に、表計算ソ
フト等を⽤いてデータを適
切に分析・解釈できる。

学びの姿勢：修得した知識
を⾃⾝の専⾨分野と結びつ
け、主体的に学び続ける意
欲を⾝に付けている。

③開講されている科⽬
の構成

必修科⽬「数理・データサ
イエンス・AI⼊⾨」
2単位
秋学期
オンデマンド形式

④修了要件
「数理・データサイエン
ス・AI⼊⾨」の修得

令和7年度より全学部対象
1年次必修

運営体制
【数理・データサイエンス・AI教育推進委員会】
委員⻑：得重 仁（商学部教授）
組織：教務部⻑、「数理・データサイエンス・AI⼊⾨」担当教員
⽬的
⽂部科学省が推進する「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」の趣旨

を踏まえ、基礎的なリテラシー及び応⽤能⼒を体系的に修得させる教育の改善や推進

所掌事項
(1) 全学的な基本⽅針及び実施計画  

(2) 教育プログラム及びカリキュラムの企画・検討・実施 

(3) 学内関係部署との連絡調整

(4) 普及啓発及び広報 

(5) その他推進に関する事項

【全学教育科⽬運営委員会情報系列DSグループ】
組織：「数理・データサイエンス・AI⼊⾨」担当可能教員

役割：「数理・データサイエンス・AI⼊⾨」の実施

(1)科⽬の運営・管理

(2)授業内容の企画・調整

(3)学修⽀援の実施

(4)学⽣の進捗管理

(5)教育品質の維持・向上

連携




